
大規模地震の場合 台風等風水害の場合 火災の場合
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【揺れを感じたら】

(火気使用時は即座に消火する)

自己の安全を確保する。倒壊物や落下物を避け

るようにし、机の下に隠れるなど態勢を低くして身を

守る。

【揺れが落ち着いたら】

大学(放送・教員)の指示に従い、安全な場所へ

避難する。

学年ごとにまとまり点呼に応じる。

【帰宅の指示が出たら】

すぐに帰宅する。

大学からの安否確認があった場合、返信する。

【風水害の恐れがある又は受けたとき】

授業の実施等については大学の指示に従う。

【帰宅の指示が出たら】

すぐに帰宅する。

帰宅後は自宅待機し災害等の情報収集を行う。

【自治体から避難指示が出たら】

指定された場所へ避難する。

大学からの安否確認があった場合、返信する。

警戒宣言解除後の授業再開については大学HP

や大学からのメールを確認する。

【火災報知器が鳴動したら】

学内放送や教員の指示に従う。

火気使用中の場合できる限り初期消火する(ただ

し自己の安全が優先)。

【避難指示が出たら】

教職員の指示のもと避難する。

学年ごとにまとまり点呼に応じる。

【帰宅の指示が出たら】

すぐに帰宅する。

授業再開については大学HPや大学からのメールを

確認する。
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【揺れを感じたら】

(火気使用時は即座に消火する)

自己の安全を確保する。倒壊物や落下物を避け

るようにし、机の下に隠れるなど態勢を低くして身を

守る。

【揺れが落ち着いたら】

安全な場所へ避難する。

大学からの安否確認があった場合、返信する。

【風水害の恐れがある又は受けたとき】

原則として、暴風警報発令で授業は休講となる

が、各自で大学HPや大学からのメールで確認す

る。

災害に関する情報を収集

強風による飛来物や雨水による被害の防止対策

を講じる。

【自治体から避難指示が出たら】

指定された場所へ避難する。

大学からの安否確認があった場合、返信する。

警戒宣言解除後の授業再開については大学HP

や大学からのメールを確認する。

【火災報知器が鳴動したら】

学内放送や教員の指示に従う。

火気使用中の場合できる限り初期消火する(ただ

し自己の安全が優先)。

【避難指示が出たら】

教職員の指示のもと避難する。

学年ごとにまとまり点呼に応じる。

【帰宅の指示が出たら】

すぐに帰宅する。

授業再開については大学HPや大学からのメールを

確認する。

実習中 実習前後の移動中 登下校

【実習中に発災した場合】

実習先の災害対応手順に従うとともに自己の安

全を確認する。

担当教員及び実習指導者の指示に従い、患者

(地域住民)の避難救助活動に参加する。

【帰宅の指示が出たら】

すぐに帰宅する。帰宅が不可能な場合は、実習

先で待機する。

大学からの安否確認があった場合、返信する。担

当教員から安否を報告するよう指示があった場合

は、指示通り報告する。

【実習前後の移動中に発災した場合】

自己の安全を確保する。徒歩・自動車運転中・

交通機関利用中等自分の状況に応じ避難方法

を選択する。

【帰宅の指示が出たら】

すぐに帰宅する。帰宅が不可能な場合は、最寄り

の安全な場所へ避難する。

担当教員へ安否の報告を行う。大学からの安否

確認があった場合は、返信する。

【登下校中に発災した場合】

自己の安全を確保する。徒歩・自動車運転中・

交通機関利用中等自分の状況に応じ避難方法

を選択する。

【帰宅の指示が出たら】

すぐに帰宅する。帰宅が不可能な場合は、最寄り

の安全な場所へ避難する。

大学からの安否確認があった場合は、返信する。

　　【発災時の行動フロー】
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暴風警報の発令や避難指示の発令や解除時は担当教員の指示に従う。


